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調 査 の 概 要 

 

◆調査目的 市民の人権に関する意識状況を明らかにすることにより、すべての人の人権

が尊重される社会の実現を目指した施策の展開の基礎資料とするとともに、

「第４次小山市人権施策推進基本計画」の策定のための基礎資料とする。 

◆調査地域 小山市内全域  

◆調査対象 市内在住の満20歳以上の個人2,000人を無作為抽出 

◆調査方法 郵送配布、郵送回収 

◆調査期間 令和3(2021)年4月28日（水）～5月17日（月） 

◆回収結果 

◆報告書の見方 

 (1)結果は、それぞれの設問に該当する回答者（ｎ）を基数とした回答率（％）で表し

ている。 

  (2)本文中の「百分率」は小数点第２位を四捨五入しているため、あるいは複数回答の

ため、数値の合計が100％にならない場合がある。 

(3)性別を回答していない回答者が存在するため、男女の合計の数が全体の数と合わな

い部分がある。  

 

配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 

2,000 人 684 人 34.2％ 680 通 34.0％ 
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調査回答者の属性 

 

 

 調査数

（人） 

構成比

（％） 

男性 313 46.0 

女性 354 52.1 

回答しない 10 1.5 

無回答 3 0.4 

全体 680 100.0 

 

      

 

 

 

 

 

 

 調査数

（人） 

構成比

（％） 

小山地区 218 32.1 

大谷地区 161 23.7 

間々田地区 122 17.9 

生井地区 20 2.9 

寒川地区 7 1.0 

豊田地区 26 3.8 

中地区 16 2.4 

穂積地区 18 2.7 

桑地区 63 9.3 

絹地区 15 2.2 

無回答 14 2.1 

全体 680 100.0 

 

 

  
調査数

（人） 

構成比

（％） 

20～29 歳 42 6.2 

30～39 歳 76 11.2 

40～49 歳 103 15.1 

50～59 歳 96 14.1 

60～69 歳 144 21.2 

70 歳以上 213 31.3 

無回答 6 0.9 

全体 680 100.0 

 調査数

（人） 

構成比

（％） 

自営業（農業を含む） 50 7.4 

勤め（フルタイム・正職員） 219 32.2 

勤め（パート・アルバイト） 112 16.5 

学生 10 1.5 

無職 249 36.6 

その他 28 4.1 

無回答 12 1.8 

全体 680 100.0 

１．性別 ２．年齢 

３．居住地域 ４．職業 
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調 査 結 果 

１ 人権についての考え 

 

問１ 基本的人権の尊重 
◆あなたは「現在の日本は、基本的人権が尊重されている社

会である」と思いますか？（１つだけ） 

全体では「いちがいに言えない」が 58.7％で約半数を占め、「そう思う」が 31.5％となっ

ている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「そう思う」が 2.1 ポイント低くなっており、「そう思わな

い」が 1.6 ポイント高くなっている。 

性別で比較すると、「そう思う」は男性が 10ポイント高くなっており、「いちがいに言えな

い」は女性が 9ポイント高くなっている。 

年代で比較すると、「そう思う」は年代が高いほど割合が高くなる傾向が見られ、70歳以上

では 39.4％となっている。 

31.5

33.6

37.4

27.4

21.4

23.7

24.3

27.1

35.4

39.4

58.7

54.8

53.4

62.4

66.7

64.5

67.0

59.4

56.3

51.6

8.5

6.9

8.0

8.8

11.9

11.8

8.7

12.5

7.6

5.6

1.3

4.6

1.3

1.4

0.0

0.0

0.0

1.0

0.7

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

男性（n=313）

女性（n=354）

20～29歳（n= 42）

30～39歳（n= 76）

40～49歳（n=103）

50～59歳（n= 96）

60～69歳（n=144）

70歳以上（n=213）

そう思う いちがいに言えない そう思わない 無回答
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問２ 人権侵害の状況 

◆あなたは、現在の小山市において、次のア～チに対する人権

侵害や差別などがあると思いますか？ 下のア～チについて

１～５の中からそれぞれ選んでください。（１つずつ選ぶ） 

 

7.8

6.8

7.8

12.4

11.6

14.7

10.7

15.2

15.3

15.6

15.6

18.7

22.8

17.8

13.8

14.4

10.9

14.9

13.5

15.6

17.4

12.5

6.3

12.4

9.4

17.5

17.8

15.3

17.7

10.7

13.7

18.2

21.2

12.8

34.7

28.2

30.7

27.9

22.9

10.6

34.3

17.4

26.8

17.5

17.2

13.8

10.7

16.8

20.2

25.2

20.0

26.3

30.6

27.7

20.4

19.3

19.1

16.9

15.3

18.2

7.8

10.6

9.9

10.0

8.7

10.6

14.0

26.0

13.5

17.9

15.6

19.0

30.2

46.0

22.7

40.2

19.0

30.9

30.4

28.7

34.9

32.5

26.0

14.9

19.7

2.8

2.9

2.7

2.9

3.5

3.2

3.1

2.7

3.2

10.4

10.9

11.3

10.9

10.6

11.2

10.4

10.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア.女性

イ.子ども

ウ.高齢者

エ.障がい者

オ.同和問題（部落差別）

カ.アイヌの人々

キ.外国人

ク.HIV感染者・ハンセン病患者及び元患者

ケ.新型コロナウイルス感染症

コ.刑を終えて出所した人

サ.犯罪被害者とその家族

シ.インターネットによる人権侵害

ス.北朝鮮当局による拉致問題等

セ.性的マイノリティ（LGBT等）

ソ.ホームレス

タ.働く人の人権

チ.東日本大震災

全体

（n=680）

たくさんある ある すこしある ない わからない 無回答
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問３-１ 自分の人権 
◆あなたは今までに、自分の人権を侵害されたと思ったこ

とがありますか？ (１つだけ） 

 

 

 

 

28.2 52.1 17.2 2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

（n=680）

ある ない わからない 無回答

人権侵害や差別などが「たくさんある」と「ある」、「すこしある」を合わせた割合

をみると、「タ．働く人の人権」が 60.8％で最も多く、次いで「ケ．新型コロナウイル

ス感染症」が 59.6％、「エ．障がい者」が 57.7％、「ア．女性」「キ．外国人」が

57.4％、「ウ．高齢者」が 54.1％で、いずれも 5割を超えている。 

 「ない」の割合をみると、「イ．子ども」が 30.6％で最も多く、次いで「ウ．高齢

者」が 27.7％、「ア．女性」が 26.3％、「チ．東日本大震災」が 26.0％となっている。 

自分の人権を侵害されたと思ったことは、「ある」が 28.2％で、３～４人に１人となっ

ている。 
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問３-２ 人権侵害の内容 
◆問３－1で「ある」と答えた方、それは、どのような場合

ですか？（いくつでも選べる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.4

45.3

30.2

21.4

19.8

13.0

10.9

9.4

5.7

1.6

39.1

0% 20% 40% 60% 80%

あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口

様々なハラスメント

名誉・信用のき損、侮辱

人種・信条・性別・社会的身分などを理由にした差別

プライバシーの侵害

公的機関による不当な扱い

地域などでの仲間はずれ

その他

なんとなく

答えない

無回答

全体

（n=192）

人権を侵害されたと思った内容は、「あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口」が 60.4％で

最も多く、次いで、「様々なハラスメント」が 45.3％、「名誉・信用のき損、侮辱」が

30.2％となっている。 
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問４ 人権侵害への対応 
◆もし、あなたが自分の人権を侵害されたら、どうします

か？（いくつでも選べる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の人権を侵害された場合の対応は、「身近な人に相談する」が 53.2％で最も多く、

次いで「相手に抗議する」が 27.7％、「黙って我慢する」が 22.1％となっている。 

また、「わからない」が 9.1％となっている。 

53.2

27.7

22.1

19.4

16.9

16.3

15.9

7.5

3.2

9.1

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

身近な人に相談する

相手に抗議する

黙って我慢する

警察に相談する

市役所に相談する

弁護士に相談する

法務局や人権擁護委員に相談する

有力者に相談する

その他

わからない

無回答

全体

（n=680）
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問５ 他人の人権 
◆あなたは、今までに他人の人権を侵害したことがあると思いま

すか？（１つだけ） 

 

 

 

問６ 日ごろの人権意識 
◆あなたは日ごろ、他人の立場を尊重するなど、人権を意識

しながら生活していますか？（１つだけ）                   

 

 

 

 

 

日ごろの人権意識は、「いつも意識している」が 31.5％、「ときどき意識している」

が 38.5％で、合わせると７割となっている。 

 平成 27年度調査と比較すると、「いつも意識している」「ときどき意識している」を

合わせると 4.4 ポイント高くなっており、「あまり意識していない」「まったく意識し

ていない」を合わせると 4.3 ポイント低くなっている。 

他人の人権を侵害したことは、「ないと思う」が 50.7％で、「自分では気づかなかった

が、あるかもしれない」は 43.5％となっている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「ないと思う」が 4.3 ポイント低くなり、「あると思

う」が 2.0 ポイント高くなっている。 

31.5

29.4

38.5

36.2

24.9

28.4

3.2

4.0

1.9

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

いつも意識している ときどき意識している あまり意識していない まったく意識していない 無回答

50.7

55.0

43.5

41.4

4.3

2.3

1.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

ないと思う 自分では気づかなかったが、あるかもしれない あると思う 無回答
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問７ 人権啓発活動への関心 

◆あなたは、市などが行っている、人権に関する各種啓発

行事に参加したり、人権問題の啓発資料や広報の人権に

関する記事などを読んだりすることがありますか？ 

（１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権に関する行事参加や資料・記事を読んだことは、「ある」が 31.3％で、約３人に１人

となっている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「ある」が 3.2 ポイント低くなっており、「ない」が 3.6

ポイント高くなっている。 

31.3

34.5

67.7

64.1

1.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

ある ない 無回答
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２ さまざまな人権問題 

 

問８ 女性の人権 
◆女性に関することで、人権上問題があると思うのはどれです

か？（いくつでも選べる） 

66.5

58.1

53.2

47.7

41.6

32.1

22.4

19.1

16.6

10.6

1.8

6.2

7.7

1.6

70.1

59.6

59.6

51.1

45.2

33.1

25.1

19.5

20.1

11.6

2.0

7.1

5.1

1.4

62.3

57.2

45.7

43.8

37.1

31.0

19.2

18.2

12.8

9.0

1.0

5.1

10.5

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

職場における差別待遇

職場におけるセクシュアル・ハラスメント

男女の役割分担意識を押しつけること

職場におけるマタニティ・ハラスメント

家庭内や恋愛関係における男性から女性への暴力

売春・買春（いわゆる援助交際を含む）

アダルトビデオ・ポルノ雑誌、女性のヌード写真など

を掲載した雑誌・新聞

女性の働く風俗営業

女性を内容に関係なく使用した広告

「婦人」など女性だけに用いられる言葉

その他

特にない

わからない

無回答

全体（n=680） 女性（n=354） 男性（n=313）

アダルトビデオ・ポルノ雑誌、女性のヌード写真など

を掲載した雑誌・新聞 
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女性に関する人権上の問題は、「職場における差別待遇」が 66.5％で最も多く、次い

で「職場におけるセクシュアル・ハラスメント」が 58.1％、「男女の役割分担意識を押

しつけること」が 53.2％、「職場におけるマタニティ・ハラスメント」が 47.7％、「家

庭内や恋愛関係における男性から女性への暴力」が 41.6％となっている。 

男女別では、「男女の役割分担意識を押しつけること」は女性 59.6％、男性 45.7％

で女性が約 14ポイント高く、「家庭内や恋愛関係における男性から女性への暴力」は

女性 45.2％、男性 37.1％で女性が約 8ポイント高くなっている。 
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問９ 子どもの人権 
◆子どもに関することで、人権上問題があると思うのはどれです

か？（いくつでも選べる） 

 

 

 

 

子どもに関する人権上の問題は、「『仲間はずれ』や『無視』、暴力やいやがらせなどの

いじめを行うこと」が 82.5％で最も多く、次いで「保護者が子どもに暴力を加えたり、

子どもの面倒をみないなど、子どもを虐待すること」が 70.9％、「いじめをしている人

や、いじめられている人を見て見ぬふりをすること」が 66.0％、「インターネットの書き

込みなどで特定の子どもが誹謗中傷されること」が 62.5％となっており、いずれも６割

を超えている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「授業時間などに、先生が騒いだ子どもを殴るなど体罰

を加えること」が 8.8 ポイント高くなっている。 

82.5 

70.9 

66.0 

62.5 

57.2 

43.5 

39.4 

3.1 

2.8 

5.7 

0.9 

79.8

70.0

62.8

60.4

53.2

34.9

30.6

1.7

2.6

5.2

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

「仲間はずれ」や「無視」、暴力やいやがらせなど

のいじめを行うこと

保護者が子どもに暴力を加えたり、子どもの面倒を

みないなど、子どもを虐待すること

いじめをしている人や、いじめられている人を見て

見ぬふりをすること

インターネットの書き込みなどで特定の子どもが誹

謗中傷されること

児童買春・児童ポルノ

学校や就職先の選択など、大人が子どもに考え方を

強制すること

授業時間などに、先生が騒いだ子どもを殴るなど体

罰を加えること

その他

特にない

わからない

無回答

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

「仲間はずれ」や「無視」、暴力やいやがらせなど

のいじめを行うこと

「仲間はずれ」や「無視」、暴力やいやがらせなどの

いじめを行うこと 

いじめをしている人や、いじめられている人を見て

見ぬふりをすること 

授業時間などに、先生が騒いだ子どもを殴るなど体

罰を加えること 

保護者が子どもに暴力を加えたり、子どもの面倒を

みないなど、子どもを虐待すること 

インターネットの書き込みなどで特定の子どもが誹

謗中傷されること 

学校や就職先の選択など、大人が子どもに考え方を

強制すること 
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問１０ 高齢者の人権 
◆高齢者に関することで、人権上問題があると思うのはどれです

か？（いくつでも選べる） 

 

 

 

 

 

60.2

58.5

53.2

51.2

46.2

37.5

35.4

2.1

5.0

4.6

0.9

53.5

62.8

56.3

50.9

46.7

38.3

33.7

1.1

2.8

3.7

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

高齢者を狙った詐欺などの被害が多いこと

病院や養護施設において、劣悪な処遇や虐待をする

こと

高齢者を邪魔者扱いし、つまはじきにすること

家庭内での看護や介護において、いやがらせや虐待

をすること

経済的な保障が十分でないこと

働ける能力を発揮する機会が少ないこと

高齢者の意見や行動を尊重しないこと

その他

特にない

わからない

無回答

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

病院や養護施設において、劣悪な処遇や虐待をする

こと 

家庭内での看護や介護において、いやがらせや虐待

をすること 

高齢者に関する人権上の問題は、「高齢者を狙った詐欺などの被害が多いこと」が

60.2％で最も多く、次いで「病院や養護施設において、劣悪な処遇や虐待をすること」

が 58.5％、「高齢者を邪魔者扱いし、つまはじきにすること」が 53.2％、「家庭内での看

護や介護において、いやがらせや虐待をすること」が 51.2％となっており、いずれも５

割を超えている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「高齢者を狙った詐欺などの被害が多いこと」が 6.7

ポイント高くなっている。 
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問１１ 障がい者の人権 
◆障がい者に関することで、人権上問題があると思うのはどれ

ですか？（いくつでも選べる） 

 

 

 

 

 

 

障がい者に関する人権上の問題は、「差別的な言動をすること」が 61.9％で最も多く、次

いで「就職・職場で不利な扱いをすること」が 58.2％となっており、いずれも５割を超えて

いる。また、「じろじろ見られたり、避けられたりすること」が 49.7％となっている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「外出時に、交通機関・道路・店舗・公園などの利用が不

便なこと」が 4.9 ポイント高くなっている。 

61.9

58.2

49.7

44.3

39.3

39.1

38.1

31.5

26.2

2.1

4.6

10.3

1.2

60.1

60.4

55.7

39.4

36.0

39.1

33.3

0

24.0

1.1

3.1

9.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80%

差別的な言動をすること

就職・職場で不利な扱いをすること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

外出時に、交通機関・道路・店舗・公園などの利用が

不便なこと

結婚問題で周囲が反対すること

学校の受け入れ体制が十分でないこと

アパートなど住宅への入居が困難なこと

順番だといって役職を無理に押し付けること

スポーツ・文化活動・地域活動に気軽に参加できない

こと

その他

特にない

わからない

無回答

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

スポーツ・文化活動・地域活動に気軽に参加できない

こと 

外出時に、交通機関・道路・店舗・公園などの利用が

不便なこと 
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問１２ 外国人の人権 
◆日本に住んでいる外国人に関することで、人権上問題がある

と思うのはどれですか？ （いくつでも選べる）                                       

 

外国人に関する人権上の問題は、「外国人の生活習慣や宗教・文化への理解や認識が十分

でないこと」が 45.4％で最も多く、次いで「就職や仕事の内容、待遇などで不利な条件にお

かれていること」が 42.7％、「外国人というだけで犯罪者のように見られること」が

39.4％、「外国語による情報が少ないために、十分なサービスを受けられないこと」が

39.3％、「アパートなど住宅への入居が困難なこと」が 31.6％となっており、いずれも３割

を超えている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「外国人というだけで犯罪者のように見られること」が

7.6 ポイント高くなっている。 

45.4

42.7

39.4

39.3

31.6

29.0

25.0

19.4

1.2

5.3

23.8

1.6

46.0

37.7

31.8

31.8

27.4

23.9

21.4

16.4

1.8

5.0

22.9

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

外国人の生活習慣や宗教・文化への理解や認識が十

分でないこと

就職や仕事の内容、待遇などで不利な条件におかれ

ていること

外国人というだけで犯罪者のように見られること

外国語での情報提供が少ないために、十分なサービ

スを受けられないこと

アパートなど住宅への入居が困難なこと

利用を断られる店や施設があること

学校の受け入れ体制が十分でないこと

選挙権がないなど権利が制限されていること

その他

特にない

わからない

無回答

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

外国人の生活習慣や宗教・文化への理解や認識が十

分でないこと 

外国語での情報提供が少ないために、十分なサービ

スを受けられないこと 

就職や仕事の内容、待遇などで不利な条件におかれ

ていること 
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問１３-１ 
ＨＩＶ感染者・ハンセン

病患者及び元患者の人権 

◆ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者及び元患者に

関することで、人権上問題があると思うのはど

れですか？（いくつでも選べる） 

 

 

 

ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者及び元患者に関する人権上の問題は、「差別的な言動をす

ること」が 48.4％で最も多く、次いで「就職・職場で不利な扱いをすること」が 43.7％、

「治療や入院を断られること」が 38.5％、「結婚問題で周囲が反対すること」が 34.0％、

「ハンセン病療養所の外で自立した生活を営むことが困難なこと」が 31.5％、「アパートな

ど住宅への入居が困難なこと」が 30.6％、となっており、いずれも３割を超えている。ま

た、「わからない」は 35.7%で、約３人に１人となっている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「無断でエイズ検査をすること」が 3.9 ポイント高くな

っている。 

48.4

43.7

38.5

34.0

31.5

30.6

29.4

29.1

1.2

4.3

35.7

1.3

47.5

40.6

35.9

34.9

30.7

31.7

28.6

25.2

0.4

3.3

31.4

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

差別的な言動をすること

就職・職場で不利な扱いをすること

治療や入院を断られること

結婚問題で周囲が反対すること

ハンセン病療養所の外で自立した生活を営むことが

困難なこと

アパートなど住宅への入居が困難なこと

宿泊を拒否すること

無断でエイズ検査をすること

その他

特にない

わからない

無回答

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

ハンセン病療養所の外で自立した生活を営むことが

困難なこと 
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問１３-２ 

新型コロナウイルス

感染症に関する偏見

や差別 

◆新型コロナウイルス感染症に関する偏見や差別に

ついて、特に問題があると思うのはどれですか？ 

（いくつでも選べる） 

 

 

 

 

 

 

73.2

62.4

62.1

61.2

57.9

41.8

1.5

5.4

11.2

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

医療従事者や感染した人・その家族及び関係者に対

する誹謗中傷をすること

感染した人の住所や勤務先の詮索、根拠のない情報

を拡散すること

医療従事者やその家族に対する、出勤拒否や登園拒

否をすること

治療を終えて復帰した人への差別やいやがらせをす

ること

インターネット、SNS上で誹謗中傷をすること

外国出身者や海外からの帰国者にいやがらせや差別

的な言動をすること

その他

特にない

わからない

無回答

全体

（n=680）

医療従事者や感染した人・その家族及び関係者に対

する誹謗中傷をすること 

感染した人の住所や勤務先の詮索、根拠のない情報

を拡散すること 

医療従事者やその家族に対する、出勤拒否や登園拒

否をすること 

治療を終えて復帰した人への差別やいやがらせをす

ること 

外国出身者や海外からの帰国者にいやがらせや差別

的な言動をすること 

新型コロナウイルス感染症に関する人権問題について、「医療従事者や感染した人・その

家族及び関係者に対する誹謗中傷をすること」が 73.2％で最も多く、次いで「感染した人

の住所や勤務先の詮索、根拠のない情報を拡散すること」が 62.4％、「医療従事者やその家

族に対する、出勤拒否や登園拒否をすること」が 62.1％、「治療を終えて復帰した人への差

別やいやがらせをすること」が 61.2％となっており、いずれも６割を超えている。 
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問１４ 
刑を終えて出所

した人の人権 

◆刑を終えて出所した人に関することで、人権上問題がある

と思うのはどれですか？（いくつでも選べる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.8

49.7

36.0

30.6

1.6

7.1

24.9

1.3

53.9

43.0

27.8

25.6

1.4

7.4

27.1

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在す

ること

就職・職場で不利な扱いをすること

アパートなど住宅への入居が困難なこと

結婚問題で周囲が反対すること

その他

特にない

わからない

無回答

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

更生した人たちに対する誤った認識や偏見が存在す

ること 

刑を終えて出所した人に関する人権上の問題は、「更生した人たちに対する誤った認識や

偏見が存在すること」が 57.8％で最も多く、次いで「就職・職場で不利な扱いをするこ

と」が 49.7％となっており、いずれも４割を超えている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「アパートなど住宅への入居が困難なこと」が 8.2 ポイ

ント高くなっている。 
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問１５ 
犯罪被害者とその

家族の人権 

◆犯罪被害者とその家族に関することで、人権上問題がある

と思うのはどれですか？（いくつでも選べる）                                         

 

 

 

 

 

59.3

59.1

46.0

43.1

41.5

40.0

39.0

0.9

3.1

18.4

1.6

55.5

51.8

42.1

33.4

36.9

32.6

32.5

1

2.4

22.4

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

プライバシーに関する報道や取材により、私生活の

平穏が保てなくなること

事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること

犯罪行為によって、精神的なショックを受けること

犯罪行為によって、経済的負担を受けること

警察に相談しても、期待どおりの結果が得られない

こと

刑事裁判手続きに、被害者の声が十分反映されない

こと

捜査や刑事裁判において、精神的負担を受けること

その他

特にない

わからない

無回答

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

犯罪被害者とその家族に関する人権上の問題は、「プライバシーに関する報道や、取材に

より私生活の平穏が保てなくなること」が 59.3％で最も多く、次いで「事件のことに関し

て、周囲にうわさ話をされること」が 59.1％、「犯罪行為によって、精神的なショックを受

けること」が 46.0％となっている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「犯罪行為によって、経済的負担を受けること」が 9.7 ポ

イント高くなっている。 

プライバシーに関する報道や取材により、私生活の

平穏が保てなくなること 

警察に相談しても、期待どおりの結果が得られない

こと 

刑事裁判手続きに、被害者の声が十分反映されない

こと 
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問１６-１ 
インターネット

による人権侵害 

◆インターネットによる人権侵害に関することで、人権上

問題があると思うのはどれですか？（いくつでも選べる） 

 

 

 

 

 

74.3

58.1

56.5

53.1

47.1

45.4

42.5

1.0

2.4

13.1

1.2

69.4

58.9

52.9

43.4

40.9

39.8

37.9

0.8

1.9

16.1

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

他人を誹謗中傷する表現を掲載すること

子どもの間でインターネットを利用した「いじめ問

題」が発生していること

個人情報の不正な取扱いや横流し、流出などが発生

していること

差別を助長する表現を掲載すること

インターネット上にわいせつな画像や残虐な画像な

ど、有害な情報を掲載すること

出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっている

こと

捜査の対象となっている未成年の実名や顔写真を掲

載すること

その他

特にない

わからない

無回答

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

子どもの間でインターネットを利用した「いじめ問

題」が発生していること 

個人情報の不正な取扱いや横流し、流出などが発生

していること 

インターネット上にわいせつな画像や残虐な画像な

ど、有害な情報を掲載すること 

出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっている

こと 

捜査の対象となっている未成年の実名や顔写真を掲

載すること 

インターネットによる人権侵害に関する人権上の問題は、「他人を誹謗中傷する表現を掲載

すること」が 74.3％で最も多く、次いで「子どもの間でインターネットを利用した『いじめ

問題』が発生していること」が 58.1％、「個人情報の不正な取扱いや横流し、流出などが発

生していること」が 56.5％となっている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「差別を助長する表現を掲載すること」が 9.7 ポイント高

くなっている。 
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問１６-２ インターネットの利用状況 
◆あなたは、インターネットを利用していますか？

（１つだけ） 

 

 

 

 

53.5

40.0

90.5

97.4

85.6

67.0

42.4

16.9

13.8

19.4

9.5

1.3

10.6

18.6

21.5

13.6

6.0

9.7

1.0

4.1

14.6

7.0

24.9

28.0

1.9

10.3

20.8

58.2

1.8

3.0

1.3

1.0

0.7

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

20～29歳（n= 42）

30～39歳（n= 76）

40～49歳（n=103）

50～59歳（n= 96）

60～69歳（n=144）

70歳以上（n=213）

ほぼ毎日利用している ときどき利用している ほとんど利用していない

まったく利用していない 無回答

インターネットの利用状況は、「ほぼ毎日利用している」（53.5％）と「ときどき利用してい

る」（13.8％）を合わせると 67.3％となっている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「ほぼ毎日利用している」が 13.5 ポイント高くなっている。 

年代別では、「ほぼ毎日利用している」は 20～29 歳、30～39 歳では９割を超えており、年代が

上がるほど低くなり、70歳以上では「まったく利用していない」が約６割となっている。 
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問１７-１ 
性的マイノリティ（ＬＧＢＴ等）

に関する認知 

◆あなたは、性的マイノリティ（ＬＧＢ

Ｔ等）について知っていますか？ 

（１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.6

57.1

44.7

44.2

43.3

31.3

20.2

36.9

28.6

36.8

34.6

37.1

40.3

38.5

25.3

14.3

17.1

19.2

15.5

27.1

35.2

3.2

0.0

1.3

1.9

4.1

1.4

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=680）

20～29歳（n= 42）

30～39歳（n= 76）

40～49歳（n=104）

50～59歳（n= 97）

60～69歳（n=144）

70歳以上（n=213）

知っている 少し知っている 知らない 無回答

性的マイノリティ（ＬＧＢＴ等）に関する認知は、「知っている」（34.6％）と「少し知って

いる」（36.9％）を合わせると 71.5％となり７割を超えている。 

年代別では、「知っている」と「少し知っている」を合わせた割合が、20～29 歳、30～39

歳、50～59 歳では８割を超えている。 
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問１７-２ 
性的マイノリティ（ＬＧＢＴ

等）に関する知識の提供者 

◆問１７-１で、１あるいは２と答えた方

は、あなたが、性的マイノリティ（ＬＧＢＴ

等）について、何で知りましたか？  

（いくつでも選べる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

88.7

11.7

6.2

5.4

3.9

3.7

1.0

2.9

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビ・ラジオ・新聞・インターネットなどの報道

や番組で知った

映画やドラマを見た

関係する本を読んだ

家族や知人などに聞いた

研修会や講演会に参加した

県や市の広報紙や冊子などで知った

学校の授業で教えられた

その他

無回答

回答者

（n=486）

テレビ・ラジオ・新聞・インターネットなどの報道

や番組で知った 

性的マイノリティ（ＬＧＢＴ等）に関する知識の提供者は、「テレビ・ラジオ・新聞・イン

ターネットなどの報道や番組で知った」が88.7％となっており、８割を超えている。 
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問１７-３ 
性的マイノリティ（ＬＧＢＴ等）

に関する人権 

◆性的マイノリティ（ＬＧＢＴ等）に関す

ることで、人権上問題があると思うのはど

れですか？（いくつでも選べる） 

 

 

 

 

 

55.6

49.3

43.5

43.4

38.1

35.9

34.4

33.8

32.5

1.0

3.4

24.0

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

差別的な言動をすること

職場や学校において、いやがらせをすること

本人の承諾がないのに、性的マイノリティである

ことを口外すること

就職・職場で不利な扱いをすること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

結婚について周囲に理解してもらえないこと

アパートなど住宅への入居が困難なこと

店舗などへの入店や施設利用を拒否すること

宿泊を拒否すること

その他

特にない

わからない

無回答

全体

（n=680）

本人の承諾がないのに、性的マイノリティであるこ

とを口外すること 

性的マイノリティ（ＬＧＢＴ等）に関する人権上の問題は、「差別的な言動をするこ

と」が 55.6％で最も多く、次いで「職場・学校において、いやがらせをすること」が

49.3％、「本人の承諾がないのに、性的マイノリティであることを口外すること」が

43.5％、「就職・職場で不利な扱いをすること」が 43.4％となっており、いずれも４割

を超えている。 



27 

 

問１８ ホームレスの人権 
◆ホームレスに関することで、人権上問題があると思うのは

どれですか？（いくつでも選べる） 

 

 

 

ホームレスに関する人権上の問題は、「近隣住民などがいやがらせをしたり、通行人

などが暴力をふるうこと」が 60.0％で最も多く、次いで「差別的な言動をすること」

が 50.4％、「経済的に自立することが困難なこと」が 42.2％、「じろじろ見られたり、

避けられたりすること」が 39.4％、「就職・職場で不利な扱いをすること」が 38.1％と

なっている。 

 

 

 

 

60.0

50.4

42.2

39.4

38.1

37.7

32.4

31.2

1.5

4.1

18.4

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

近隣住民などがいやがらせをしたり、通行人など

が暴力をふるうこと

差別的な言動をすること

経済的に自立することが困難なこと

じろじろ見られたり、避けられたりすること

就職・職場で不利な扱いをすること

アパートなど住宅への入居が困難なこと

店舗などへの入店や施設利用を拒否すること

宿泊を拒否すること

その他

特にない

わからない

無回答

全体

（n=680）

近隣住民などがいやがらせをしたり、通行人などが

暴力をふるうこと 
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問１９ 働く人の人権 
◆働く人の人権について、特に問題があると思うのはどれです

か？（いくつでも選べる） 

 

 

59.9

59.6

54.1

54.1

42.8

41.6

28.2

1.6

3.2

8.1

1.9

56.3

48.5

41.6

49.1

33.4

40.3

19.8

0.9

4.5

11.1

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

長時間労働や休暇が取りにくいこと

職場でパワーハラスメントやセクシュアル・ハラスメ

ントがあること

雇用や昇給・昇格において男女の待遇に差があること

正規雇用者に比べて、非正規雇用者の待遇が悪いこと

障がい者の働く場所や機会が少なく、待遇が保障され

ていないこと

働く意欲や能力があるのに高齢者の雇用と待遇が保障

されていないこと

日本に居住している外国人の就職の機会と待遇が保障

されていないこと

その他

特にない

わからない

無回答

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

職場でパワーハラスメントやセクシュアル・ハラスメ

ントがあること 

障がい者の働く場所や機会が少なく、待遇が保障され

ていないこと 

働く意欲や能力があるのに高齢者の雇用と待遇が保障

されていないこと 

日本に居住している外国人の就職の機会と待遇が保障

されていないこと 

働く人に関する人権上の問題は、「長時間労働や休暇が取りにくいこと」が 59.9％で最

も多く、次いで「職場でパワーハラスメントやセクシュアル・ハラスメントがあること」

が 59.6％、「雇用や昇給・昇格において男女の待遇の差があること」と、「正規雇用者に比

べて、非正規雇用者の待遇が悪いこと」がともに 54.1％、「障がい者の働く場所や機会が

少なく、待遇が保障されていないこと」が 42.8％となっている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「雇用や昇給・昇格において男女の待遇に差があるこ

と」が 12.5 ポイント高くなっている。 
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問２０ 
東日本大震災に起因

する偏見や差別 

◆東日本大震災に起因することで、人権上問題があると

思うのはどれですか？（いくつでも選べる） 

 

 

 

 

 

 

52.9

50.7

41.9

37.1

36.2

32.4

32.1

31.6

0.4

12.4

20.3

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

いやがらせをしたり、差別的な言動をすること

避難してきた人の定住が困難なこと

就職・職場で不利な扱いをすること

アパートなど住宅への入居が困難なこと

保育所等の入所が困難なこと

宿泊を拒否すること

店舗などへの入店や施設利用を拒否すること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

その他

特にない

わからない

無回答

全体

（n=680）

東日本大震災に起因する偏見や差別は、「いやがらせをしたり、差別的な言動をするこ

と」が 52.9％で最も多く、次いで「避難してきた人の定住が困難なこと」が 50.7％、「就

職・職場で不利な扱いをすること」が 41.9％、「アパートなど住宅への入居が困難なこと」

が 37.1％、「保育所等の入所が困難なこと」が 36.2％となっている。 
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３ 同和問題（部落差別）について 

 

問２１ 「地区」の認知 

◆あなたは、日本社会に「同和地区」「未解放部落」「被差

別部落」などと呼ばれ、差別を受けている地区があること、

あるいは「同和問題」「部落問題」「部落差別」と言われる

ことがあるのを知っていますか？（１つだけ） 

 

47.9

23.1

14.3

36.8

47.1

55.7

51.4

52.1

31.2

57.6

38.1

30.3

28.9

28.9

30.6

33.8

19.6

18.3

45.2

32.9

23.1

14.4

16.7

12.2

1.3

1.0

2.4

0.0

1.0

1.0

1.4

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

20～29歳（n= 42）

30～39歳（n= 76）

40～49歳（n=104）

50～59歳（n= 97）

60～69歳（n=144）

70歳以上（n=213）

知っている 少し知っている 知らない 無回答

同和地区や同和問題などについて、「知っている」（47.9％）と「少し知っている」（31.2％）を

合わせると 79.1％で、約８割となっている。一方、「知らない」は 19.6％で２割弱となっている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「知っている」は 24.8 ポイント高く、２倍以上となっている。 

年代別では、「知っている」は 50～59 歳、60～69 歳、70 歳以上では５割を超えている。 
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問２２ 知識の提供者 

◆問２１で、１あるいは２と答えた方は、あなたが、同和地区

や同和問題（部落差別）について、何で知りましたか？ 

（１つだけ） 

 

 

 

 

 

同和地区や同和問題を知ったきっかけは、「家族（祖父母、父母、兄弟姉妹など）から聞

いた」が 29.9％で最も多く、次いで「学校の授業で教えられた」が 14.5％、「テレビ・ラ

ジオ・新聞・インターネットなどで知った」が 10.8％となっている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「テレビ・ラジオ・新聞・インターネットなどで知っ

た」が 4.9 ポイント高くなっている。 

29.9

14.5

10.8

7.4

4.3

3.4

2.8

2.0

1.3

0.9

0.4

0.6

21.8

31.8

17.9

5.9

6.5

6.3

3.8

3.8

2.7

0.8

2.0

1.6

2.6

14.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

家族（祖父母、父母、兄弟姉妹など）から聞いた

学校の授業で教えられた

テレビ・ラジオ・新聞・インターネットなどで知った

はっきり覚えていない

職場の人から聞いた

近所の人から聞いた

近くに同和地区があった

同和問題の集会や研修会で知った

県や市の広報紙や冊子などで知った

親戚の人から聞いた

学校の友だちから聞いた

その他

無回答

令和3年度調査 （n=538）

平成27年度調査（n=733）
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問２３-１ 差別の認知等 ◆現在、部落差別があると思いますか？（１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.0

3.7

22.1

23.5

21.0

24.8

49.9

45.3

3.1

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

明らかな差別がある どちらかといえば差別がある

差別はない わからない

無回答

現在の部落差別の有無については、「わからない」が 49.9％で５割近くを占め、「明らか

な差別がある」（4.0％）と「どちらかといえば差別がある」（22.1％）を合わせると

26.1%、「差別はない」は 21.0％となっている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「わからない」が 4.6 ポイント高くなっている。 
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問２３-２ 差別の内容 
◆問２３-１で、１あるいは２と答えた方は、どのような差別

が起きていると思いますか？（いくつでも選べる）                                       

 

 

 

部落差別の内容は、「結婚問題で周囲が反対すること」が 88.2％で最も多く、次いで

「身元調査をすること」が 53.4％、「差別的な言動をすること」が 52.8％となってい

る。 

 

 

 

 

 

88.2

53.4

52.8

27.0

26.4

22.5

4.5

2.2

80.6

34.8

32.8

18.2

9.3

7.3

5.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚問題で周囲が反対すること

身元調査をすること

差別的な言動をすること

就職・職場で不利な扱いをすること

インターネットやＳＮＳに差別的な情報を掲載す

ること

差別的な落書きをすること

その他

無回答

令和3年度調査 （n=178）

平成27年度調査（n=247）

インターネットやＳＮＳに差別的な情報を掲載す

ること 
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問２４ 
地区外住民の地区住民

に対する抵抗感 

◆あなたは、同和地区の人と親しくつきあうことに抵

抗を感じますか？（１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5

1.0

9.3

11.7

50.2

55.0

34.4

29.4

3.7

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度調査

（n=680）

平成27年度調査

（n=908）

抵抗を感じる やや抵抗を感じる 抵抗を感じない

わからない 無回答

同和地区の人とつきあうことへの抵抗感は、「抵抗を感じない」が 50.2％で５割を超えて

いる。「抵抗を感じる」（2.5％）と「やや抵抗を感じる」（9.3％）を合わせると 11.8％とな

っている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「わからない」が 5.0 ポイント高くなっており、「抵抗を

感じない」が 4.8 ポイント低くなっている。 
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問２５-(１) 
結婚に対する態度

[親の立場で] 

◆もしもあなたのお子さんが結婚しようとする相手

が同和地区の人であるとわかった場合、あなたはど

うしますか？（１つだけ） 

 

 

 

 

 

58.2

54.2

26.3

30.9

5.0

5.4

4.3

3.4

6.2

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

子どもの意思を尊重する。親が口出しすべきことではない

親としては反対するが、子どもの意思が強ければ仕方がない

家族の者や親戚の反対があれば、結婚させない

絶対に結婚させない

無回答

もしも自分の子どもが同和地区の人と結婚しようとした場合は、「子どもの意思を尊重

する。親が口出しすべきことではない」が 58.2％で５割を超え、「親としては反対する

が、子どもの意思が強ければ仕方がない」が 26.3％となっている。 

一方、「家族の者や親戚の反対があれば、結婚させない」（5.0％）と「絶対に結婚させ

ない」（4.3％）を合わせると「結婚させない」が 9.3％となっている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「親としては反対するが、子どもの意思が強ければ仕

方がない」が 4.6 ポイント低くなり、「子どもの意思を尊重する。親が口出しすべきこと

ではない」が 4.0 ポイント高くなっている。 
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問２５-(２)-１ 
結婚に対する態度

[自分の立場で] 

◆もしもあなたが交際している人が同和地区の

人だったら、あなたはどうしますか？ 

（１つだけ）                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.9

61.2

20.6

21.1

9.9

9.9

6.6

7.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

まったく関係なく交際する 友人等に聞いて判断する

交際をやめる 無回答

自分が交際している人が同和地区の人であった場合は、「まったく関係なく交際する」

が 62.9％で約６割となっている。一方で、「友人等に聞いて判断する」が 20.6％、「交際

をやめる」が 9.9％となっている。 

 平成 27年度調査と比較すると、大きな差はみられなかった。 
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問２５-(２)-２ 
結婚に対する態度

[自分の立場で] 

◆仮に、あなたが同和地区の人と恋愛し、結婚し

ようとしたとき、親や親戚から強い反対を受け

たら、あなたはどうしますか？（１つだけ） 

 

 

 

 

 

親の説得に全力を傾けたのちに、自分の

意思を貫いて結婚する 

家族の者や親戚の反対があれば、結婚し

ない 

反対されたまま、自分の意思を貫いて結

婚する 

仮に自分が同和地区の人と結婚しようとしたときに家族や親戚から強い反対を受けた

場合は、「親の説得に全力を傾けたのちに、自分の意思を貫いて結婚する」が 54.1％で約

５割となっている。「反対されたまま、自分の意思を貫いて結婚する」（16.8％）と合わ

せると「自分の意思を貫いて結婚する」が 70.9％となっている。 

一方で、「家族の者や親戚の反対があれば、結婚しない」が 19.4％で約２割となってい

る。 

平成 27 年度調査と比較すると、「親の説得に全力を傾けたのちに、自分の意思を貫い

て結婚する」が 3.1 ポイント高くなっている。 

16.8

16.5

54.1

51.0

19.4

21.5

9.7

11

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

反対されたまま、自分の意思を貫いて結婚する

親の説得に全力を傾けたのちに、自分の意思を貫いて結婚する

家族の者や親戚の反対があれば、結婚しない

無回答
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問２６ 
同和問題の解決に

対する態度 

◆同和問題の解決について、あなたはどう考えますか？ 

（１つだけ） 

 

 

 

同和問題の解決についての考えは、「同和地区のことは口に出さず、そっとしておけば

差別は自然となくなると思う」が 21.9％で最も多く、次いで「基本的人権にかかわる問題

だから、自分もこの問題の解決に努力するべきだと思う」が 16.2％、「どのようにしても

差別はなくならないと思う」が 14.6％となっている。「よく考えていない」は 17.8％とな

っている。 

平成 27 年度調査と比較すると、「同和地区のことは口に出さず、そっとしておけば差別

は自然となくなると思う」が 4.0 ポイント低くなっており、「どのようにしても差別はな

くならないと思う」が 4.1 ポイント高くなっている。 

21.9

16.2

14.6

10.3

6.3

2.1

17.8

2.9

7.9

25.9

15.5

10.5

8.9

8.4

2

17.8

3.5

7.5

0% 10% 20% 30%

同和地区のことは口に出さず、そっとしておけば差

別は自然となくなると思う

基本的人権に関わる問題だから、自分もこの問題の

解決に努力するべきだと思う

どのようにしても差別はなくならないと思う

自分ではどうしようもない問題なので、なりゆきに

まかせるしかないと思う

自分ではどうしようもない問題だが、誰かしかるべ

き人が解決してくれると思う

同和地区の人だけの問題だから、自分とは直接関係

のない問題だと思う

よく考えていない

その他

無回答

全体

（n=680）

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

同和地区のことは口に出さず、そっとしておけば差別

は自然となくなると思う 

基本的人権に関わる問題だから、自分もこの問題の解

決に努力するべきだと思う 

自分ではどうしようもない問題なので、なりゆきにま

かせるしかないと思う 

自分ではどうしようもない問題だが、誰かしかるべき

人が解決してくれると思う 

同和地区の人だけの問題だから、自分とは直接関係の

ない問題だと思う 



39 

 

４ 人権尊重社会の実現のための取組について 

 

問２７ 人権施策の周知度 

◆あなたが、小山市で実施している人権に対する取組の

うち、知っているものはどれですか？ 

（いくつでも選べる） 

 

 

27.2

25.0

20.4

16.6

15.4

12.7

11.3

5.9

4.6

4.1

3.8

0.9

14.4

30.3

2.9

0% 10% 20% 30% 40%

広報・ホームページの人権に関する掲載記事

人権講演会の開催

人権に関するポスターなどの掲示

市民向け人権講座（まちづくり出前講座等）の実施

学校教育・社会教育における人権学習

人権問題や各種相談窓口の設置

人権啓発パンフレットの配布

人権問題や各種救済機関の案内

おーラジのインフォマーシャル

企業向けの人権研修会の実施

街頭啓発活動（啓発物品配布など）

その他

特にない

わからない

無回答

全体

（n=680）

小山市の人権に対する取組で知っているものは、「広報・ホームページの人権に関する

掲載記事」が 27.2％で最も多く、次いで「人権講演会の開催」が 25.0％、「人権に関す

るポスターなどの掲示」が 20.4％、「市民向け人権講座（まちづくり出前講座等）の実

施」が 16.6％となっている。 

また、「わからない」は 30.3%となっている。 
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問２８ 
人権が尊重された社会

を実現するための取組 

◆“人権が尊重された社会”をつくるためには、今後、

どのようなことを行う必要があると思いますか？ 

（いくつでも選べる） 

 

 

 

 

 

57.4

33.5

32.1

29.0

18.8

17.8

16.5

11.5

9.7

8.5

1.3

4.0

17.5

3.7

57.8

24.8

33.9

32.5

23.0

20.3

12.3

12.8

7.2

7.7

2.0

4.0

15.0

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

学校教育・社会教育の充実

人権啓発の充実（広報紙やパンフレット、ホーム

ページでの情報提供）

相談・救済のための機関や施設の充実

職場・事業所での人権尊重の取り組みの充実

講演会や研修会の充実

市民自身による人権尊重の取り組みやボランティア

活動の充実

ＮＰＯなどの団体による人権尊重の取り組みの充実

映画・ビデオ上映の充実

街頭啓発活動（啓発物品配布など）の充実

掲示物・立て看板の充実

その他

特にない

わからない

無回答

令和3年度調査 （n=680）

平成27年度調査（n=908）

人権啓発の充実（広報紙やパンフレット、ホームペ

ージでの情報提供） 

市民自身による人権尊重の取り組みやボランティア

活動の充実 

人権尊重社会の実現のために必要だと思う取組は、「学校教育・社会教育の充実」が

57.4％で最も多く、次いで「人権啓発の充実（広報紙やパンフレット、ホームページでの

情報提供）」が 33.5％、「相談・救済のための機関や施設の充実」が 32.1％となってお

り、いずれも３割を超えている。 
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５ 自由意見まとめ 

 

●会社でセクハラ被害にあい、市や県に相談した時の対応がマニュアル通りの対応でし

た。また、弁護士に相談したら社内に広まり、異動を命じられました。被害にあった

ほうが悪いという雰囲気が定着していて、非常に冷たい世の中だと思います。市も県

も、もっと心を持って仕事してほしいです。 

●「男性の人権」についての質問はなぜないのですか。男性に人権はないのですか。 

●北朝鮮による拉致被害者が人権侵害の最たるものだと思います。忘れてはならないこ

となので義務教育できちんと教えるべきです。 

●専門の施設や機関を充実し、親身になって個別事象の相談にあたってほしいです。 

●今、社会全体で若者のモラルの低下が問題になっています。幼少期からの親や学校教

育のさらなる指導体制を確立して行く事が重要です。 

●大人と教師の人権意識の再教育が大切だと思います。小学校生活の集団行動のあり方

を再考する事から始めないとすべてに影響してしまうので、すぐにでもテコ入れすべ

きです。 

●差別はダメというのは誰でも分かってはいると思いますが、実際に問題なのはその言

動が人権侵害だとは気付かず、知らないうちに相手を傷つけていることだと思いま

す。具体的な事例を出して、相手を傷つける可能性があると教えていく必要があると

思います。 

●人にはそれぞれ個性があり育ちも違います。まずは大人が人は平等に幸福に生きて行

く権利があり、違いを認め合っていかなければ、そこから差別が生まれるので、人権

意識を学び直す必要があると思います。 

●一人ひとりの意識の問題だと思います。人の気持ちや立場になり、少しでも思いやり

を持っていればみんなに優しい暮らしが実現できると思います。問題がなくならなく

ても、話を聞いてくれる場の充実とその周知が必要です。 

●家庭内での高齢者や女性への無視・暴言・暴力、診察室での医師の暴言などが見えに

くく、声に出させない現状があります。「人権が尊重される活動」がいろいろな面で

苦しみ追い詰められて行く人達の一筋の光となることを切望します。 

●人権上問題がある状況のときに、見過ごさずに指摘ができることと、被害者へのフォ

ローが大切だと思います。 

●人権差別は多類あると思います。普段の生活の中でも、職業や財産の有無など差別が

あります。もっと根本的な人としての尊重が大切な世の中だと思います。 

●日本の社会は資本主義のため、格差や差別が生まれるのは当然だと思います。心身を

いかに充実させ、格差や偏見をなくすためには、教育が一番大事だと思います。 
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資料 使用した調査票  
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